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１   

問１  （  1  ）：⑧ （  2  ）：⑨ （  3  ）：① （  4  ）：② 

 （  5  ）：④ （  6  ）：⑮ （  7  ）：⑰ （  8  ）：⑯ 

問２  ○A ： ○B ： 

 

 

問３  a：⑱，b：⑳ 

問４  ③，⑦ 

問５  ⑧ 

問６  ⑫ 

問７  ⑭ 

問８  1)  電離度：3.0×10－2，水素イオン濃度：4.7×10－3 mol/L 

 2)  電離度：1.3×10－2，水素イオン濃度：1.3×10－3 mol/L 

 3)  乳酸の電離度：4.0×10－2，酢酸の電離度：4.6×10－3 

水素イオン濃度：3.5×10－3 mol/L 

 

 

２   

問１  ②，⑧，⑪ 

問２  ①，③，④ 

問３  ⑤，⑥，⑦，⑩，⑫ 

問４  ④ 

問５  ② 

問６  18 

問７   

 

 

問８  1)  ⑤ 

 2)  1.2×105 

 3)  31 mL 

 

 

 

 



３   

問１  Pb│H2SO4aq│PbO2 

問２  負極：Pb＋SO4
2－ → PbSO4＋2e－ 

 正極：PbO2＋4H＋＋SO4
2－＋2e－ → PbSO4＋2H2O 

問３  Pb＋PbO2＋2H2SO4 → 2PbSO4＋2H2O 

問４  負極：17.3 グラム増加 

正極：11.5 グラム増加 

問５  24.3％ 

 

４   

問１  a：2.6 mL，b：純度 81.8％ 

問２  C15H31COOH，パルミチン酸，分子量：806 

問３  a：5.94×1022個（または，5.93×1022個），b：10.7 g/cm3 

問４  a：9 mL，b：33mL 

問５  29.1 L 

問６  4 

問７  3.20×105 Pa 

問８  416 kJ/mol 

 

講評 

例年通り、大問 4 題（理科 2 科目で 140 分）。比較的基本レベルの計算小問（今回は４として

８題）と鉛蓄電池の頻出問題（今回は３として問 5 まで）の２題が理論分野からの出題。 

１ ２は有機分野からの出題。１は昭和大らしいグルコースの代謝過程である解糖系に関する

問題で、中間生物の構造式を選択する問題が中心の小問８題。前期同様、単純な知識を問うもので

はなく、誘導に従っていけば構造式は選択できる。合否を分けるのは、独立した計算小問で枝問 3

題に分かれている問８であろう。２は合成高分子に関する小問８題。前半は基本レベルだが、「す

べて選べ」という小問が 3 題あり、採点基準によっては得点になりにくいかもしれない。また、問

８の計算２題は時間的にきつかったかも知れない。 

全体として出題傾向、形式は想定通りといえるので、各大問を丁寧に解いていけば、高得点の争

いは避けられないであろう。 
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